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『骸 骨』 それは故阿部良卒先生のエツクネームで| 関係からか、学生の訓育方面に特に: 意をmい乍ち授業
した。いささか突き出し過ぎたカン骨と幾分かとげ過| を溢めておられた霊長lこ思いまナ。と申じまナのは、今
ぎた顔、殊に物をいわれる時の下顎の微妙なゆれ動ぎ Iaでも新鮮な感覚を持って想い出しまナ先生の語11話的

手と共に、上顎から蚤れ下った様に長い歯のならびが. I婚話の数々を想い起じ玄ナ払今その- ' : J を紹介しま
ぺ私共中学生に 1; 1 : 何かしら博物教室にある頭蓋骨標本を| しよう。授業の始りに何の前ぶれ色なく黒板上は『自

.... ... - I  漣想させたに違いありません。先生には私が北海道大| 滋』のニ文字を書いてしばらく吾々をじろりヒろりと.

阿部先生の伝記其他の記録的な事演は諮方かs ，' 御書| 自演に対ナJる中学生の心構えを倍しておられた援に記
き下さると思いまずので、 ζ h には先生を偲ぴ乍ら思| 憶しまナ。想えばI m t J まある性教育を施されてお b れた
.  It、出ナま h に語らして裁きまナ 句n， " のでしょう。「
大豆14年制q日姫路中学〈現在の姫路西高等学校) I  : 翌る昭和 4 年私は姫路高等学校へ入学しましたが、;
に入学した 1年自の縞物の授業は鎌田久穂先生の御担
" 諮でしたが、問先生の御部屋に或は質問に行った、り寸

に、・同じ部屋代、‘一寸おそろしい様な、とわい. l : う
な、然し笑われるとそうで色ない工うな先生がおられ
るのを発見しまじたのが、先生を知った最初です。当
時の姫路中学の博物教室は、本鏡 1階にある教官室と
の連絡上、南窓から中庭に 3段ばかりの梯子段を運用
口に使用しておられましたが、阿部先生がJ砲の階段か
ちはいって来られると、喫然に緊張を強えた色のでし
た。間色なく先生が祭の会宮であられる事、会官対寮

_ 4  ノレの数身、先生の
銀上の好物が御酒である事 etc. を知りました。御酒
といえば坊主町の先生の御邸の蔵には全国から集めら
れた数身の歪で埋色っているという話を承りました
が、遂に見せて裁かぬま、に伝説になってしまいま

，、
ノ
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学在籍中K 一度御限にかかったのが最後にな戸たまま
永遠に逝かれてしまいましたが、先生を偲びまナと先
づ先生の特徴ある容貌が次第にはっきりと、そして懐
しく浮んで参りまナ。その御顔から述べられ与えられ

立を ました数ゆ印象深い御言葉を想い出いかみしるま
ナと切々の情が禁ヒ得なくなって参ります。二

見渡じてお b れます。やお b 口をついて出た言葉は
Wl拾の言ー薬を知τコとるか』でしたが、祭会活のよさ、古
わるさ色知らない自宅適彩生t:つ? と私には!W自ら涜
ナ』意味がわから手折角の御話が私に対してはいささ:
か的はすもれfごったのでしたが、何となくあの様な意味
である若手が了祭出来ました。先生は、じゅんじゅんと

， 
f  司
J  

その翠 5 年の10月に只今の兵庫生物学会の前身である
兵庫県博物学会が発足し、阿部先生，が会長. に就任され
ました。先生には会誌の発行やら諸々の行事や b創業
の仕事は大変な御骨折t:った事と拝察いたしまナ。そ
の行事のーっとして、昭和 6 年の 8 月に宍粟郡の奥谷・
で採集会が催された事がありました。丁度先生の街l令
息の知こさん. が参加されてやました。知こさんから朝争~
鮮の古墳発掘に従事された話し宇北支を週遜された話
しを. 興味深く溶かせて裁いた事守、良z p . 先生から『積
物をやるんなち必すもさ罪名でほえなけり中ねばいけな
ぃ』との御忠言が一緒になって、おおいたE りのむせ
るような草いきれと、音71 < . のせせちぎ年と共1:，不思
議に印象深〈頭にとびりついていまナ。司
私が北大に向い姫路を離れましてからはナっかり御

無沙汰しtごしまいましたが、藍藻の分類に関ナる私のふ
処女論支が国ましたよ号、先生から『図版と原稿とをそ

したが、酒をたしなまれる御e楽しみが御令息の知こさ| のまふ送られ工、再印刷に附して博物学会の会員に配
んにそっくり受け継がれていますので、設先生品安ら| 布ナるかち』という御設があり、光栄に感滋した次第
かに限っておられるとと L 信t : まナ。私は間色な〈隷| でしたが、そのま、何の沙汰まないま、に今日に至つ
論部に籍を主主きましたので、部長さんの阿部先生から| ております。迫憶中に余談恐縮でナが、拙著の図版とち I  
次第に御教示を受げる様にな bましたので、第一印象 1-原稿、現会員の何誰かで図版の所在について御知らせ

'  の所説とわさは薄らいで行きました。今から想えば頭
から!kの出る様な恥しい拙交を眼鏡越しにτ寧に幾度
色幾度色読んで下さって、勇気づけ乍 b 直して下さつ
' k 事が忘れられ玄せん。i
先生から1 E 式に授業を受けましたのは、第 4学年の

願えれば幸甚でナ。
. 先生についての最後の想出は昭和14年の夏、私が墓'
参に帰省して、坊主町の御宅に御訪ねしました折『独身
者はとか〈つ玄らぬ包とをして遊びナぎる語、それ主
り親孝行したまえ』と説教されましたの対最後でした。

地質鉱物学でしたが、先生は寮の令官をしてお b れた| 当時流行のカフ x -遊びにそろそろ興味をそ』られる
~  
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噴守じたのでー甚? ざ繍〈、さ貰門。ー針と L て銘砲して I難〈感謝しておりまナ，艶多の悪弊あ

& りまして、戦争末期のあわ党 Y しいさ中に逝かれま 1..

した。教育* としての阿部先生、師とし7ごの先生を私| あると私は信t でいまナーその限りに於いてー免患は
ば限りな〈敬愛しま賛。 ζ ういb ぎるを帯ないし、又| ほんとうに良き師でありました。しみとみと御偉' f 1 . 事 1

い弟子。むの主ラな関係K おいて戴い仕事をいつ色有

大滞茂樹昭和 8年 4 n私が招蒋せられて奈良女高師
から神戸市〈動融山小学援)1こ来. 任したとき早速に阿部
先生が来初せられた。とれが先生正和識る最初であっ
た。先生はもラ姫路中学をお・ゃあになって兵庫県博物'
祭会々畏として専念されている失売で、博物学会の生
立ちゃら業績、今後の進むべき道、抱J争なE を、いt .
a熱意のともった口調でお穏になり「今回先生を本県
4こお迎えしたととは本会にとってもとの上品ない仕合
せであり、強味噌ある。大いにお力添えを・・・…」とい
う頗るいんぎんにして謙遜なお官業に私は顕が下っ
た。との時先生は大変強〈申されたととの一つに、
「博物挙会は中等孝授の博物の先生行けの会ではで
〈、 d、筆授の先生患、広ぐ一般の方々にふはいって
もら.5大衆的の研究団体であF るかふ特に小挙波方留
の開舗にー膚の努力を払いたいJ というととであっ
た。準時一般の人々の中には小四郎陣小林桂助ー矢倉
帯同停のお腰々もあれ山草会の方々、時には婦人会

は、本会の特色であった 1-て見ては、、之は気に入ったと悦に入今て居ちれた。
先生はお若い暗から自然に親しみ、山野を蹴. せら 1- 先生は又博識』こしてよく動の働〈方であった。昭和

れたt:ttl之、お緯が実に: 1 : < 引きしまっていた0'"せ 112、3年頃のとと会員樋ロ繁一主主からの温信で. 丹波tこ
謹で色黒の、お顔付であったが、必のゆとりと落付者| 安口とかいては? ゴかナと艶む部落があるというとと
;4:，- l : くお顔に現れていて、事厚篤実その色のという| を知った阿部先生の麗には電光の如く閃く色のがあっ
感むを強吃与えられた。 -1 'k=o それはサシジヨウウオ却ちハンザキに関係が志る
賀来発生は私の学校( 神戸市諏訪山小学校} に度々立| という判断であった。早蓮樋口氏にとのζとを書き送

寄られた'0' 又本会の総会守例会、臨時の講演会、研究， 1 って調査を装あられたととかちカづいて、岡兵はたん
会な.!:Iこよく私の学校を会場とせられた。昭和15年10 Iねんにそとを調ペ、ハシザキが普からその部落に棲ん
月13日の本会最後の総会< j 事13回〉並に本会10周年記念 iでいたととなE をつきとめたといろ興味ある報告が同
式色私の苧校で挙げられたのであった。 十会誌第15号にのってあるーとれは先生の博離と勘のカ

岡部曾長を偲ぶ

ue d' 
，d ーや

.  

になった。そして先生と相議るとと懐くなる程先生

式 / ¥ 浦 樹 '茂
の徳を敬何する念が深主守てい0 た。最後の総会で、が
満場一一致で阿部会長に均しi感謝状並に記念品をお鵬 4

りすると Iとを可決されたのであったが、その記念品除
奈良の名工一刀彫の名手市J f f 鉄魂師に依頼するとと色
きまれ私がその安静静旗を一任された写鉄寝師は私
の奈良女高師時代に親しくした方で、加納鉄哉師φ高
弟、党は鉄哉師にさコいて、東京と奈良の帝室博物鎮の
御麗品の保存修理官lこ任ぜられてい史が、輔の死後窺
良に唐を定めて高般の彫刻に精進してい? と。私は数度
奈良の鉄破師を動u、阿部先生の人格と御趣味をJ : {
お話申上伊た処、最也しぶみのある高備にして由緒糠
き疋倉院御鞠の呉女面と、東大寺秘蔵の蘭龍王臨と.
天与寺の伎楽面の三体を模して作られ、之に師独得の
古色豊か'tJ:着色をせられ. 之をた Jしか奈良の神代杉の
一枚棋に取りつ砂て完成された句であったーその贈暴
式が昭和15年11月 3 日に姫路市坊主町の先生のお宅で
行われたが. 先生は心からとの作品を喜ば抗、掛か〈

、、

関 4鯨2定率先生をしのびて 建、都 恵 潤ε

手私は昭和8 " 5月間菅野中学稜で総会が聞かれた日| 平先生に紹介されたa 印象的な先生の風貌が今なお践

鮮民砦の見学の帰途患師陣弁相治先生から会長阿部良 i 中学 5年生の子供であったのrから思えば守いぶん

一“一
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4  
古v、思い出である。ノ 白 1.': お宅の西は二階になっていてきも生はよ〈 ζの座敷ヘダ
昭和 9年夏私の郷塁宍粟郡富栖村の天然記念物鹿ヶ| 御案内下さった。 ζの聞には溺10週年を迎えた博物学
至宝蹴穴の見学と植初採集会を懇誇ナるために陸弁先生| 会から贈った一刀彫の記念がか〉げb れたが、別に日
をお訪ねしたととろ、阿部先生のお宅へお出でになっ| 本紋章学者沼田頼甫博士の替がかふげであった。その
ているとのととで、ナ¥ ( こ姫路の先生のお宅へ陸井先| 由来は阿部先生語吋、学校に勤あていられた頃岡山郎総
生を迫かけた。両先生の前で願いがかなえられ喜/ : ; で| 学筏に居られた博士が言語沼会の講師にな b れたととが
帰ったのが先生をお訪ねした最初であった。その翌年
京都の竜谷大学へ入学してからは休暇の往復の途中度
々お訪ねした乙と邑思い出されもその都度宍粟植物の
調査を御激励いたピいたととが今なお有縫い思い出と
〉なる。『ーーー 4: e『宮曹聖書曹司開'司園田. .  
h  昭和14王子6 月18日神崎郡小学校理科研究会で田代義
太郎先生をお招きして香呂村で採集会を開くから前日
か b 来いとの御通知をいたどいた。お言葉にあまえて
室弁紳君とお宅に1自治ていたどいたが、翌日用代先生
御紹介の続きに今日の助手につれて来たと室井君と共

との瓦かねて念願していた宍粟郡船越山の採集会を
お蹴いしたととろ早速実現していたどき 8 月 1，2 日間

基金となり、当時古墳の研究に努I I > ていられた博士の案
内をされたり. 叉博士の指導を受けるれる ζ とも多 ;
く、後博士が島根県米子中学校長となられる守招かれ 1

と先生は滋あて親しい問であったと閲かされ‘て驚い、
た。博士の御子息京都大学沼同教授をお知りでナかと
お尋ねすると、よく知っているが君ζそなぜ知ってい.
るかとの御反問に教授夫人実家との関係や教授の宅を ι.
訪ねた乙とを申し上げると非常に喜ばれ、その後はお
伺いナるごとに沼田博士の思い出話をうかどった。御
令室はなかなか賢夫人で1 E 規の大学敦子手を受けられな J

かった博士をあれTゴけの学者にされたのは実に夫人の
お手柄t:::。君 b との本をよく読んでお奥さんを色らつ
| たらよく話して問かせろとお貸し下さったのが博士、a‘l

t  、代先生をお招きして盛大な採集会が関かれた。その記|
| 御子息方の迫悼文集「散りもみぢJ であった。量生故あ録は熔物学会-'l誌第 1号にのせてあり. 富栖村とい l

. l . ，船越山とい、先生か b いたピいた格別の御厚志は

忘れる ζとができないc'.崎明前回田町ー閥均可
15年 5 月私は姫路に奉職したが、下宿難に因ってい
るのを奥様の御尽力でお宅の近くに住あるようになっ

'tI:. c 坊主が坊主町に住むのは何かの因縁Tごとお二人下
戸 大笑されたとと色あった。ヤヰー町"11 a  1 二

学校へ電話があコた。帰途参上ナると. 京都大学J [ (
村多実ニ教授が野鳥の多い山へ行ってみたふとのζと
? ゴが何処がよいかと御相談であった。ぉナ〉めしたの
が船越山で昭和15年 6 月15、16日の探鳥会となれ川
村敬授「烏の歌の科学」に集録されたホホグロの方言
もとのl患の色のでゐl ?
如く宣伝されている艇越山であるが、実はとの探烏会
以来世間に知られるようになったsのである 0 .... ・制
又その秋月ツ芥ケの出る頃、飾磨郡古俗l小学校から

、植物採集の指導を依頼されたが第一線をしりぞいた老
朽品は役に立たぬから代理を務めよとのことで危い代

る君にゆすもマてやろ 5 と博士が自作漢詩一首を記して
先生に贈られた綱要日本紋章学をいたどいのが先生を
しのぶ制よき記念物となった。錨y

: 次にいろんなお話の中で今なお忘れる己との出来な
い先生自序伝の一節を記して先生の御風格をしのびた
いd
lおれは岡山県湯郷の出身で. 小学校を卒業して才rJ-
: 小学校の助教を守った。色町の近くに居たが生徒の
h方がおれよりすもっとませていた。町の銭湯に入って
「いると生徒どもが入って来るが. おれの居るのを知1
1らぬふりして問えよがしに「阿3率先生とかけて何と4
解 < ?  j  r孟宗薮と解く。d r震は 7 グケが生えぬ。」
? とやっていた。年は15で思えば長い教員生活であっ，、

j たんと6 紘一ー一回目
味気ない下宿生活の私には阿部先生のお宅とそ実に砂
漠のオアシスでゐった 0・闘V
ー公的に先生は兵庫県博物学会の誕生以来昭和16年の
解散に至るまで会長として会の発展に尽された育ての

17年 3 月まで1年8ヶ月の開反重なる気軽きに浴衣が 親であった。先生は比の開発行された20巻の会誌に御
けでお伺いしよその度毎に先生の次から次へ流れ出る| 自身の孫究はほんE発表されなかった。しかし「郷土
ようなお話を拝聴した。先生は本姿に話題の笠宮な方| ノ自然及ピ自然現象チ研究調査シ、広ク博物趣味ノ替
であった。お夕食に一杯たしなまれた後な E 気えんも| 及並ユ博物教授ノ向上徹底ヲ図ル」 ζとを目的とした
相当な{ のr った。時には奥様から良妻賢母の選択限 1 ; 本会を健去をに育て、採集会も見学会、講演会、会誌の
を大いに伝授されたとと色あった。しかし今思う己と| 苑行、参考書及ノートの苑行各: の事業が遮切に実施せ;
であるが、あの立汲な御令息を持たれながら終に一度| ちれて本会がその目的を達成し得たととは勿章者幹部言音
色阿部知ニ主主の御自慢を開いた ζとがなかった。沼圏 l彦の御尽力と 300名会員の親和協力によるとはいえ先、 司国圃. <1 、， J  
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生の御人格のL からしめるととる大なる色のがあっ〆1ある。私は今博物学会々長としての阿部先生、そしX "

められ其の基礎が周あられた ζとは特筆してよい ζと| 生から托された郷土植物の調査を細々ながら色続げ畏 r

である。郷土の自然物を研究しよう' とする色のには会| 年の御恩顧に答えたい決意を新にしている。
誌20巻は後まで最色よき手引となる色ので、新る県下 l ‘ ( 昭和27年 l J.l 4 日記〉
φ研究家にとって、先生はいつまでも忘れ得お恩人で

阿部先生の思ド出
1 一一『アヲストートルのチ沼ウチンと鹿ケ壷見学一一 土 橋 忠 重

僕が阿部会長を知ったのは昭和 7 年兵躍県博物学会! の研究会に参加した ζとが会長としてE のよラに鰭し
に入金してからのととである。その頃僕の学校に三木 1.かったかー厳かめしい顔面に色、たとえよラのない摺
ιいラ英語の先生がいて、販路中学で阿部先生から博
物を習ったとのζとであった。又入手当初保証人がな
〈て因っていたと ζろ阿部先生が引受けてくれたとい
って坊主町のお宅ゐ話その他阿部先生についての知識
を与えて〈れ? と。との三木先生の阿部芳浩への第一の
印象はア P スト戸トルノチョウチンであったらしい。
先生はあの無味無乾燥な動物の形態を生徒に面白〈興
味深〈印象的に指導されととをきいて感心じた色のr
った。後年姫路中学一姫路西高校ーを訪れて博物標本

るさがたt:よっていた。
r 阿都先生はE んなに小さいものを色見捨て令に拾い
上げて愈み育てるといラ人で語った。およそ僕のよう
な田舎者は会長援と云へばE んなにか偉< . 到底われ，
われ少近寄り難い方であろうと51込思案が先に立って
話をする機会色、‘話される機会色ないのが普誼であ
る。ととろが手伝生は会長と会員、古参と新参の区別な
くよくー御世話下され、親切に教えて下さった。ノ又つま
らぬZきさ・やかな研究で色取上げて、つとめて会報に発

室並教室を参観した時阿部先生の御苦心の程がうかが| 表する機会を作って下さった。そのようであったかb
b れて憶し〈患った。僕の阿部会長の思い出は数々あ! 博物学会の催しのあった時なE 遠い所からで色. 忙し

一ーの時である。それは当時日本と独乙とは親交があ| が真夜中に起きて但馬から参加したの色先生の人格に
れ姫路高等学稜ぐ! 日制)1こはポイエルラインという独 1:接したい欲望K 他なかった。
乙人が来ていて、との克学に参加し託から特に感ピた u 議路御苦労様ー i今日は何時に出かけましたか w
のかも知れない。
兎色角桓路駅前であったと思う。会長は参加者を集

めてとの珍容を紹介された。一一・ポイ z ルラ‘イン様と戸

案内の楠E 貫教授の御両人は共に背が高〈長いオーパ
ーを着て写真機をさ吠ていた。会長は霜降りの詰襟服
で肩かち胴乱を下げていた。静かに右手で帽子〈海老
茶色の中折帽〉を脱いで前lこ垂れ、左手を帽子の縁に
添えて一一大昔な尖った光った頭j 鼻の先にかけた眼
鏡、その眼鏡越しにギヨロギヨロツと党った限、お色
むろに紹介する言葉の内にはま邦独乙の科学者: が、 ζ

8 夜行の 2 時で'
u *，オー御苦労様よ御普費接w

ζれは阿部会長と僕の朝の挨拶のきまり丈句でtあっ
た. 僕は会長のζの言葉に接してグ今日も来てよかっ
た P とeらがら講足するのであった。
阿部先生の思い出を書くたあ広兵庫県博物学会誌を

開いてみたo?.し振りに接する』堂々たる内容、え〈も
とれ程の大仕事が出来た色の? ざと今夏ながら阿部会長ー

の居ちれた兵庫県博物学会が懐しい。

有 用 物植 撃
村‘四郎藩京大教授理学博士 i 北

植物分類学専門家によって書かれた書であって. 今までにちょっと類書のない好著である白初め仁主なる有
用植物を合む璃までに至る新しい系統的分類大系を略述し 11

初歩の分類学研究者にとっτ色手頃ない〉参考書であるm 各論に於いては、- 栽培植物の握民及びをの分類学的
見解じ於いて独自な若者の多年の御研究の結果がす功、所i二現れている。新制大学の教科書、番考書として書か/
れたもむであるが、一般植物同好者、新制高使、中学技省小学校の教官の教材又は参考書としてぜひ座右K -

a 冊ほしい名著? であるa 東京朝倉書房発行ノ話。頁尭価割抱月

ー舗ー

皆、


